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別紙

委員長　　　　開会宣言、あいさつ

議長　　　　　あいさつ

町長　　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事にはいります。

　　　

議案第２号

委員長　　　　本委員会に付託されました議案第２号平成22年度長久手町国民健康保険特別会計予算についてを議題といたします。議案第２号について、執行部の説明を求めます。

保健医療課長　議案第２号について説明。

委員長　　　  説明は終わりました。これより議案第２号に対する質疑等を行います。

　　　　　　  質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

小池委員　　　国の方で国保の限度額の引き上げがあると聞いているが、どのように反映させるのか。
保健医療課長　国会の地方税法の一部改正で動きがあるが、本町では今のところ限度額の改正は考えていません。近隣市町も１年間は見合わせるということですので、近隣市町の動向を注視しているところです。
小池委員　　　昨年度の失業者の収入減に伴う減免は500万円までか。

保健医療課長　国保税の一部減免ですが、本町の減免規定は失業などで前年に比べ著しく所得の少なくなった方に対し、所得で300万円を限度に減免規定を設けています。
小池委員　　　300万円では家族がいるところでは大変であるので、500万円以上の方を考えている市町もあるが検討してみることでの予算の反映はなかったか。
保健医療課長　減免規定とは別に、今、国会で審議されていますが、非自発的な失業者に対して、所得を前年所得の30％にみなすという法制化の動きがあります。今国会で可決されましたら４月１日より施行となります。
青山委員　　　歳出の４款後期高齢者支援金が、かなり増額しているのはなぜか。

保健医療課長　診療報酬支払基金からこれだけ見込んでくださいとの通知がきておりますが、１つには、当初３億5,000万円程でこの支援金が始まりましたが、制度が始まり２年経過したということで、20年度の精算分が22年度から入ってくるということで、20年度の過不足の精算分を見込んでほしいということでありましたので、その分が増額しています。

じんの委員　　保健事業費のところで、22年度は特定健康診査受診率に関して目標率52．5％であった。成人病を予防するために特定健康診査の結果により、メタボ該当者など、ひっかかった場合に特定保健指導をしているが、それを受診された方は、21年度は特定健康診査を受けた人の何％くらいで、22年度の目標値はいくつか。

保健医療課長　特定保健指導について、21年度は、動機付け支援は、対象者が270人で、そのうち、支援実施者は49人、積極的支援は、対象者は122人で、そのうち、支援実施者は9人です。来年度目標値は、動機付け支援は150人、積極的支援は90人です。　　

じんの委員　　この数は、他市町と比べ受診される方は多いのか。

保健医療課長　受診率はかなり高いです。

じんの委員　　特定健康診査を受けられる方を52.5％で3,500人分計上をしているが、受診してもらうような努力はどのようにしていくのか。

保健医療課長　対象者全員に通知します。事前の2月に集団健診か、個別かのアンケートを行い、７月に入り意思表示のない方には、再度勧奨しています。
じんの委員　　後期高齢者医療制度から委託された健康診査も当町で実施しているのか。
保健医療課長　委託され本町で実施しています。75歳以上の方ですが、特定健康診査とはまた別です。
じんの委員　　別ということだが、内容は違うのか。
保健医療課長　健診内容は一緒です。

佐野委員　　　当初の積極的支援者の見込みと、その実績はどのようか。
保健医療課長　実施計画における21年度の支援対象者の見込数は、動機付け支援437人、積極的支援245人、支援実施者の見込数は、動機付け支援164人、積極的支援92人です。支援実施者数の実績見込みは、動機付け支援49人、積極的支援9人です。年度末まで継続しておりますので、年度が終了しないと最終的な数字は確定しません。
佐野委員　　　現状で大きく差があるが、今年度から判断が明確になるのではなかったか。

保健医療課長　特に変わっていません。

小池委員　　　特定健診についての数字を、主要事業の国保の説明の中に入れるようにしてください。

保健医療課長　次年度からそう表現します。

小池委員　　　特定健診の集団と個別があるが、その受診割合と掛かる経費についてはどのようか。

国保年金係長　集団が1,968人、個別が1,085人、合計3,053人です。単価については、個別は、40歳から64歳が10,920円、65歳からは生活機能評価が1,000円入るので11,920円です。集団では、40歳から64歳は5,970円、65歳から74歳は生活機能評価が500円入り6,470円です。
小池委員　　　自発的でない失業者について、国が軽減策として所得を30％と見なすといったことを４月１日からおこなった場合、本町としては、どの位の対象者を見込んで、その減免によってどの位の減になるのか。

保健医療課長　そこまで算出はしていません。

委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第２号平成22年度長久手町国民健康保険特別会計予算について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第２号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第３号

委員長　　　　次に議案第３号平成22年度長久手町老人保健特別会計予算についてを議題といたします。議案第３号について、執行部の説明を求めます。

保健医療課長　議案第３号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第３号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

委員長　　　　ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第３号平成22年度長久手町老人保健特別会計予算について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第３号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第８号

委員長　　　　次に議案第８号平成22年度長久手町後期高齢者医療特別会計予算についてを議題といたします。議案第８号について、執行部の説明を求めます。

保健医療課長　議案第８号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第８号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

小池委員　　　保険料の平均額はどのくらいか。
保健医療課長　長久手町の平均調定額は21年で11万4,678円です。
小池委員　　　22年度の見込みはどのくらいですか。
保健医療課長　11万8,863円を見込んでいます。

委員長　　　　後期高齢者医療について広域連合化が図られて、これについてまた改革が行われそうでありますが、広域連合に関して国保でも、というニュースを耳にするが、そのあたりは今どんな計画で進んでいるのか。
保健医療課長　後期高齢者の医療制度につきましては、現政権のマニュフェストにありますように一端廃止することでございます。年齢で区分する制度とはせずに、完全に独立した制度としないと聞いています。国民健康保健とのからみで、一端75歳以上の方には国保に加入していただく、合わせて、前期老人と言いまして65歳から74歳につきましても国保に加入し、広域的に考えていくと聞いています。今後のスケジュールとしましては、この制度改革としましては、22年度中に取りまとめをしまして、23年度中に法制化を準備しまして、その後１年、準備、周知期間を設けて、25年４月から新しい制度としてスタートする予定と聞いています。
委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第８号平成22年度長久手町後期高齢者医療特別会計予算について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第８号は原案のとおり可決することに決しました。

この際、暫時休憩とします。

　　　　　　　　　

午前１０時４７分休憩

　　　　　　　

午前１０時５５分再開

議案第10号

委員長　　　　休憩前に続き会議を再開します。

次に議案第10号平成21年度長久手町国民健康保険特別会計補正予算(第２号)についてを議題といたします。議案第10号について、執行部の説明を求めます。

保健医療課長　　議案第10号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第10号に対する質疑等を行います。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

　　　　ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第10号平成21年度長久手町国民健康保険特別会計補正予算(第２号)について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第10号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第11号

委員長　　　　次に議案第11号平成21年度長久手町老人保健特別会計補正予算(第２号)についてを議題といたします。議案第11号について、執行部の説明を求めます。

保健医療課長　　議案第11号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第11号に対する質疑等を行います。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

　　　　ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第11号平成21年度長久手町老人保健特別会計補正予算(第２号)について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第11号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第７号

委員長　　　　次に議案第７号平成22年度長久手町介護保険特別会計予算についてを議題といたします。議案第７号について、執行部の説明を求めます。

福祉課長　　　議案第７号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第７号に対する質疑等を行います。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

じんの委員　　461ページ、介護予防について、アクア教室、栄養指導、筋力向上トレーニング、いきいき倶楽部などとありますが、それぞれの参加人数の推移と、これは評価をすることになっていたが、どのような考えでこの予算を組んだのか。
福祉課長　　　予算の組み方について、講座は去年並みの内容で組んでいます。評価については、介護予防の関係ですので評価を出していますが、例えば、筋力向上トレーニングの講座では、８名参加で、そのうち全体評価レベルが上がった方は５名と、参加された方のほとんどが評価的に上がっています。
じんの委員　　アクア教室の利用者が増えていると思うが、それに比べ筋力向上トレーニングはもう少し参加してもらうような努力はどのように考えているか。
福祉課長　　　アクア教室は、20年度の実績でいうと339人と人気で、アクア教室終了後の指導もしています。筋力向上トレーニングは参加実人数41人で、のべ831人ですが、これにつきましても、事後指導を行う態勢になっています。PRは、広報のほかに、健診等の際に各種の教室があるとPRしています。
じんの委員　　地域包括支援センターが2か所、長中校区は社会福祉協議会、南中校区は昨年８月より愛知たいようの杜で行っているが、２か所になって役割、活動をどのように充実させていくのか。
福祉課長　　　２か所となっていますが、町を中心に各種の会議等を行っていまして、緻密な連携を取っています。お互いの知識、状況などを提供しあって活動しています。
じんの委員　　介護しておられる家族の方も大変で、長久手町でも老老介護だとかの問題もあるかと思います。介護される方が認知症の場合など大変なケースがあるわけですけれども、これから増えていくであろう相談事業を重点的にしていくということはあるか。
福祉課長　　　包括支援の４つの大きな柱の中に総合相談業務があります。社会福祉協議会の実績ですが、相談件数は、20年度は3,043件で、19年度は2,229件でしたので、件数が多くなってきています。この件数があって２か所になったということでありまして、それぞれ3人の職員でやっておりますが、専門的知識を持って電話等相談を受けている状態です。2か所の包括支援センターの職員が町に集まり情報交換しています。専門性を生かして皆さんにお答えしています。
じんの委員　　地域包括支援センターが住民に知られていないと思う。困って介護問題が出てきてから初めて知ることが多いと思う。福祉の家にある地域包括支援センターの看板は大きくならないかと思うが、そういった点はどのように対応していくのか。
福祉課長　　　包括支援センターという言葉自体が、難しいという話がある事は承知しています。包括支援センターの運営協議会の中でも話があり、気軽にお年寄りが理解できるような名称を考えたらどうかという話がでています。ただ、今のところ具体的な名前はでてきていません。今後、検討課題の一つと考えています。福祉の家の看板ですが、今年包括支援センターの看板を少し変えました。他のところにもPRできるように、チラシですとか、民生委員さんに協力をお願いし、多くの方に周知しできるようしていきます。

じんの委員　　ぜひ、そうしてください。町内で認知症講座を開いた時、地域包括支援センターをほとんどの方が知らなかった状態でした。これから、もっと必要になってくるのでPRをお願いします。それから、介護難民を作らない施策について、どのようにしていくのか。
福祉課長　　　介護難民を作らないという関係ですが、本町としましては、介護保険サービス等のPR、町からケアマネージャーや事業所等に話をして、多くの方が介護サービスに繋がるような連絡体制で、一人でも多くの方が介護難民にならないような態勢作りに努め、さらに充実していきます。

じんの委員　障害者控除の申請用紙について高齢者の方で知らない人が多いので、要介護の人に送付することはしないか。

福祉課長　　　今のところ、町からの郵送は考えていません。今現在205名の方が障害者控除の証明を受けられにみえました。年々この人数が増えてきていますので、町としましてはPRが浸透してきていると考えています。
じんの委員　　介護施設の補助はできないが、介護従事者への処遇改善の予算は入っているのか。

高齢介護係長　445ページ、介護従事者処遇改善臨時特例基金繰入金があり、22年度は538万円投入する予定です。これは介護従事者の処遇を３％アップを目指したものです。

じんの委員　　具体的にこうゆうような事をするということはまだ決まっていないのか。

福祉課長　　　基金については、21年度から投入しています。各年3分の1ずつ分けて処遇改善に役立てていくように考えています。
丹羽委員　　　461ページ、筋力トレーニングの委託は、初めからずっと同じ業者だと思いますが、その契約と金額はどのようか。

福祉課長　　　契約は随意契約です。昨年の実績で324万円です。20年度の契約先はヒロ整形クリニックです。

保健福祉部長　委託先はヒロ整形クリニックですが、医師会に依頼し医師会の中で選定し、町内の医師それからそれだけの能力を持つところということで随意契約しています。

丹羽委員　　　数年前に住民の方から苦情がきてこの委員会でも質問したが、指導員の人数が最初より一時減ったという事で担当課へいったことがあるが、今、しっかり見ているのか確認のため、うかがう。

福祉課長　　　指導員は、理学療法士、健康運動指導士、看護師の3人態勢で、現在もやっています。
青山委員　　　451ページ、介護認定審査会委員報酬ですが、22名から20名になったのに、同額のはなぜか。
高齢介護係長　介護認定審査会の委員の報酬につきましては、認定審査会が４合議体ありまして、それぞれ5人おります。２０人ということでこの金額がでているのですが、年度の途中で変わることがあるので、その分を昨年は載せました。合計金額は変わりません。
佐野委員　　　審査会は月４回ですか。
福祉課長　　　月４回で、毎週水曜日に開催しています。
じんの委員　　453ページの地域密着型介護サービス給付費は、小規模多機能型居宅介護施設の事ととらえてよいか。
福祉課長　　　これにつきましては、認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型協同生活介護（グループホーム）が入っています。
じんの委員　　小規模多機能型居宅介護施設は長久手町にもありますが、長久手町民のみが入れるという施設で、非常に優れた方式と評価されているけれども、どこでも赤字と聞くが本町はどのようか。

福祉課長　　　小規模多機能型居宅介護施設は、楽家晴（らっかせい）というところがありますが、定員が25名ですが、今のところ赤字というような話は聞いていません。

じんの委員　　来年度も今まで通りの位置づけと判断してよいか。

福祉課長　　　来年度につきましては、今のような状況で継続していただくと考えています。

委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第７号平成22年度長久手町介護保険特別会計予算について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第７号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第１５号

委員長　　　　次に議案第15号平成21年度長久手町介護保険特別会計補正予算(第２号）についてを議題といたします。議案第15号について、執行部の説明を求めます。

福祉課長　　　議案第15号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第15号に対する質疑等を行います。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

　　　　ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第15号平成21年度長久手町介護保険特別会計補正予算(第２号）について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　挙手全員であります。よって議案第15号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第２１号

委員長　　　　次に議案第21号長久手町保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第21号について、執行部の説明を求めます。

福祉課長　　　議案第21号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第21号に対する質疑等を行います。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

ございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第21号長久手町保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第21号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第２７号

委員長　　　　次に議案第27号給食センター建設用地造成工事請負契約の締結についてを議題といたします。議案第27号について、執行部の説明を求めます。

福祉課長　　　議案第27号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第27号に対する質疑等を行います。

　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

じんの委員　　ここに至るまでの入札に関する情報を教えてください。

教育総務課長　入札につきましては、制限付き一般競争入札で、電子入札で行いました。電子入札で行う内容としては、制限の内容として、土木事業、経営審査事項の総合数値等について規定をし、入札を行いました。24社の申し込みがあり、1社辞退、23社による入札を行いました。その内6社が同額であったため、電子入札くじにより落札者が決定しました。
じんの委員　　落札率はいくらですか。
教育総務課長　予定価格は公表してありますので、予定価格に対する落札率は67％です。

委員長　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので採決を行います。議案第27号給食センター建設用地造成工事請負契約の締結について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第27号は原案のとおり可決することに決しました。

委員長　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

　　　　なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。

（異義なしの声あり）

ご異議ないようですのでそのように取り計らいさせていただきます。請願については副委員長から報告させていただきます。以上で文教福祉委員会を終了いたします。

午前１１時５６分　閉会
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２２年３月１５日

文教福祉委員会委員長　　前田　幸明
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